不思議な 帽子 



i 島 与 志 雄 



ちくおんき 

ていて、 おもしろい 蓄音機の 音まで も 聞こえて います _ 

「ほほう、 まつ 暗な 汚い この 下水道の 上に、 こんな 立 

にぎ 

派な 賑やかな 通りが あろうと は、 今まで 夢にも 知らな 

かった。 何と きらきら 光って る 燈火だ ことか。 何と 大 

勢の 美しい 人間 共が 通つ てること か。 何とい う 賑やか 

さ 華やか さ だ。 下水の 掃除人が - J の 掃除 口 を 閉め 忘れ 

てるの を 幸いに、 俺 も 少し この 賑やかな 通り を 散歩し 

てみ るかな」 

あくま 

そして この のん 気な 悪魔 は、 下水道から ひょいと 飛 

び 出して、 小さな 犬 に^けて、 街路樹の 影 をう そう そ 

まち にギ J 

と 歩き 出しました。 昼の ように 明るい 街路、 美しい 賑 



きゅうく つ 

ると しょう。 ここにこう していたん では、 窮屈で 

仕方がない」 

あくま 

その 考えが うまく あたって、 金鎖の 紳士 は、 悪魔が 

ま まう し 

化けて る 帽子に 眼 をと めました。 

「この 帽子 はすて き だな、 格好と いい 色つ やといい、 

どうも …… 珍ら しいよ い 帽子 だ。 これにしょう。 いく 

ら だね」 

ばんとう こくび 

番頭 は その 帽子 を 手に 取って、 小首 を 傾げて 眺め ま 

した。 自分の 店に あるの だが、 どうも 見^れな いすて 

そん 

きな 帽子なん です。 でも、 高く 買って さえ もらえば 損 

はない わけです から、 とび 離れた 高い 値で 売りつ け ま 



した。 紳士 は その 帽子が よほど 気に入った とみえて、 

たくさんの お金 を 払い、 古い 帽子 は 打ち捨てて しまつ 

て、 新しい 帽子 を 頭に かぶって 外に 出ました。 

悪魔 はお かし さ を こらえて 澄まして きって 〔# 「澄 

ましてき つて」 は ママ U いました が、 今こう して、 ハイ 力 

ラな 洋服の 紳士の 頭に のっかって、 賑やかな 大通り を 

通って るう ちに、 非常に 愉快な 得意な 気持ちに なって、 

ぐっと 反り返 リ ながら、 逃げ出す の も 忘れて しまい ま 

した。 

ようしょ くや 

やがて 紳士 は、 ある 立派な 洋食 屋へ はいって 昼の 食 

事 を 始めました。 悪魔の 帽子が よほど 気に入った とみ 



くき 

えて 入口の 〔# 「とみえて 入口の」 は ママ U 釘に も か 

けずに、 ちゃんと 食卓の 上に のせて おきました。 

次に 見事な 料理の 皿が 運ばれました。 食卓の 上に 帽 

子と なって ひかえて る 悪魔の 鼻に も、 うまそう な 匂い 

がぶ— んと 伝わ つ てきました。 すると 悪魔 は 急に 空腹 

を 覚えました。 考えて みると、 昨日の 晚 から 何にも 食 

ベて いなかった のです。 

「うまそう な 料理 だな。 下水の 中に 流れて くる ものな 

ん かと は、 比べ ものに ならない。 ああい い 匂いが して 

かま 

る。 それに 俺の 腹 は ぺこぺこ だ …… 構う もんか、 少し 

盗み食い を やれ」 



紳士の 頭が 横に 傾いた 拍子に、 風に 吹き飛ばされた ふ 

う をして、 ふ ー つと 往来に 飛び降りて、 ころころと 転 

が つ て 逃げ 始めました。 

紳士 は 大事な 帽子が 風に 吹き飛ばされ たの を 見て、 

後 を 追つ かけて きました。 悪魔に とって は、 つかまえ 

られ たら 一 大事です。 一 生 懸命に 転が つ て 逃げました。 

紳士 は どん ど 〔# 「どん ど」 は ママ〕 追つ かけて きます。 

そのうちに、 立派な 紳士と 帽子と が 駆けっこ をして る 



た。 

「川に 落つ こった、 川に 落つ こった」 

「ぼかんと して 浮いて やが る」 

さお 

「竿 を 持って来い、 竿 を」 

大勢の 人が が やが や 騒ぎ 立てました。 

悪魔 は 川に 落つ こ つ て、 眼 を 白黒 さしてい ましたが、 

やがて 気が 静まる と、 きらきら 光つ てる 太陽が 見え ま 

す。 岸に 立って 騒いで る 大勢の 人が 見えます。 うらめ 

しそうな 顔 をして る ハイカラ 紳士 も 見えます。 

「はて どこへ 逃げたら いい かしら」 

そう 思って 見廻す と、 川の 1 干の 石垣に、 大きな 円い 
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